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浅羽 町fの i'p 積 原 Vζ つ い て

神 間 貞 吉*

はじめに

磐田郡浅羽町は小笠山機の西側に位置し、 その南部一帯は太出川、 原谷川町

沖積原によ 。て占められている。 この中には小さいヲグー γ の名残の沼を伴う

掘があり 、 全体と Lて東半郁では海紘 1m程度しかな〈 、河 口を逆流する潟水

11:よって、 水田がしば Lば冠水 Lている。 この小平野は 17世紀初頭までは入

江と Lて残勺ていた記録があるし、 地震制査所の地質図 「見付 」の脱出j容でも

このことについてふれている。

浅羽町。地質はこの沖積臥と東側の小笠山塊の鉄槌台地、 その緑町河岸段丘

から成っている。 最近この伸被原に!lt井がされたので、

いた事を一二記述 Lてみたい。
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!R井されたものミうちこ与で利用したものは図に示 Lた原谷川の東方小笠山

舗との問にほ X南北につながる 3偶である。この平原の北諜部芝附近では比高

10m内外 0河岸段丘が北西から南東に制長〈伸び. 沖積原はこれに接するか、

小笠山場と直接する白で、 小笠山塊以下の地胞は見えない。

この伸被原を作る砂様、砂泥は原谷川、太田川に由来するもりで、三貴累層、

新第三系の軍事から構成される。砂治、 ll:!岩、 法岩、泥岩や、石英脈の舷片など

である。

弁戸について

A浅羽町技者の~井柱状凶について

こふでは沖積E{の上部が非常に厚い tこの附近と Lては) 2 5協に逮する粘

土崩でお Aわれており 、 附近の弁戸を比佼 Lても全て 2.3叫内外である。泥土

は背灰色舟i粒で有償物を争〈含むのが目立つ。相当長期間 (地質年代的な意味

でなく )沼地状態にあった と考えられる。その下部には約 4叫の磁層がある。

前述原谷川の際から成る。こり胞のほ x中位から良化石が産 Lている。 これに

関しては附近の井戸から産 Lたものもまとめて後述する。この礁周以下は灰青

色細粒粘土 18m、 更に白色粘土 30略、 その下部は化石産の礁崩主同種の磁

から構成される磁胞 6叫 があるが‘一般に赤綿色を呈 Lていることが特徴で、

鎚胞と Lて使用出来た。これ以下は再u'泥腐となるが、!lI!井がとれまで x、 服

厚などは不明である。

B桟羽町盛住の怒井柱状民について

接羽町豊住の井戸は前記浅名の井戸の隔 k 西約 lKnの位置にある。

地表よ りその下底が約 30叫にある灰腎色粘土周 22.8m.以外は、最高層原

9mで、一般に 0.5-2 mでうすい。~井町全体の深さは 7 2協でその間的砂

際・泥胞は 31を数えるから、平均句麗厚は 2・3叫位 である。

鍵層主なるべき赤縞色層は地表より 60m附近に全体で2・7mの砂磁層 k

して見られる。

c浅羽町 梅山のa弁柱状閣について
この井戸は全体で約 70m掘られたが、 前三者に比較して、海岸砂が 35m
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を占め、 全体の半分に達する。 こり砂層は貝銀を含んでいるがいづれも小破片

で、 一番深いのは 60mに見られる。

亜種腐はこ崩 Lかないが、 上部に 12、 6mのmがあり、 下部に鍵府主なるべ

き 5.4協の胞が扶れる。 こり赤色碗周は宣住のものより更に高い位置にある。 4 

礁種は原谷川のものと類似するが、 赤色のチャート、 県雲母花尚岩が含まれて

いた。

D桟羽町 芝盤井柱状図について

こり井戸は詩型直面よりり比高約 郡白河岸段丘上に姻られていることし 比

較的浅いの主で、前三者とは比較の対称にならないが、 ついでにこ与に附記す

る。

地表より 10.8叫ま で河帰段丘を構成する砂岩、 古い泥岩、襟珪岩が租い砂で
， 

満された磁胞で、 無色の泥板岩片が且立つ、 1 3協で茶鵠色の中粒配TA語、 1 6 
間から 39臨ま で背灰色白細砂及び粘土居が就く。 ζ れ以下はまた線路となる。

え羽田丁
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化石

捜名井戸

前述町釦〈地表より 25"，下 4栴にわた q て申砂磁脂より採取されたもの。

. Anadara CSca戸mrca)gronosa bi8e国国18

SOHENT et REINHART 

• Osrithdaa ( Osr1th;ld.eop3illa O:i.ngulata (GMEL工N)

. Thsne1wn kabslt1 ( DUNKER ) 

明確に判定出来るものは以上三種である。

Anadaraは砂泥質で干減線近〈、 Cer1thdeaは河口泥地。混淡水の部分、

Thericiu且も干潮線近〈棲息するから.これらの貝化石類はいずれも他生と

みなければならない。この洩名井戸以外の附近の井戸から.Ana且a!削 E遅 Lてい

るがこれは柱状図にあてはめる ιM2漕由主福から 7m位置に当る。また比較

的数も多い1...(散在〕破損の程度も少いので連ばれた距離は小さい。他のもの

とも考え合せて、 M2.巴由来するものとみて良いだろう。

こり他Aやはり附近の弁戸から

• CorbicuJ.a jap∞ica PR工ME
• CorbicUla ( Corbicu工1na) leana PRIME 

も産したが、深きが使確にわからなかった。産状はいずれも他生のようである。

豊住・梅山白井戸からも貝化石の小破片が多重量産したが、いづれもは q きり

わからない。

古地理

桟羽町。沖積原は宝氷 4年 10月の地震によ。て陸化 LたJヒ伝えられている。

原田和氏の白羽草に依れば、 「横須賀港は地盤著る1...<隆起白晶、爾後次第に

捜〈なり、港と Lての価値を失い、検羽地方干拓白原因をな Lた. Jと残して

い.る。

現在知り得る古地図の一つを地形図にあて込書きなお Lたもりを次に示す。

貞率三年のも白である。
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一一 入江の図 一一

¥華

RP??¥ 
(高寧三金まの高地図じよる1
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現在。梅山と五十岡を結必;線を枇酋縁とし、 とれより陶斑方に伽いて 、 現荏

の弁財天川から海と接続していた. Lか L、松山北方に踊が見えるところから

決 Lて深〈なかったらしい。 この時代の海岸線は俄須賀町沖之須から、 中新聞

を結んだ線と考えてよかろう。

こ与で、 古地図とは別に盤井柱状図と古砂丘からi且表白入江町益官考えてみ

アこ、、。

時代は切らかでないが、 所謂古吸時代では小笠山の J~1縁に多くの古噴〈また

は古噴群〉が作られたが、 この頃の入江は磐田市今ノ滞に統いていた。

あったが、 広ルとした舟の通れ る入江であったろ う。

fp 
~〆 ヌノ

むも
若宮

一一吉唯時代の 入江一一

(米 古噴およV昌噴鮮1

/，o;，附

桟〈は

浅名井戸の M2層 の時代の入江は、その商事量が桟名ー松原を結ぶ線よりも西

北側にあったが、 その距離は小さい。 浅名附近では比鮫的静水で泥土堆 積、そ

主から lKo.ばかり離れた豊住では泥層がうすく、 梅山に於ては泥層と砂lJltな

る. こり砂層は前述。如〈砂丘町ものと恩われる。 M2層の下部に於ては浅名
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井戸では非常にひんぱんに 洪水に見舞れている。こ白とき梅山では泥層の堆積

である。この頃の入江の織子を考えてみたのが第 6図である。

.. 永

EJEl  
¥ぐて三三云ナチ，ンそ¥一--~ . 

}--Go.o凶

投名井戸の最上部 MI周り時代を考えてみると、 そりま与の姿で隆起したわ

けであるが、この時代になると砂丘が出来て入江として由形がはっきり Lてい

る。砂丘は海岸線の陶下と共に内側から次第に消えて行ているが、現在確総出

来る砂丘跡は、 松山西 B 崎吉結~級. 岡崎から横須賀を結五 L字形の線に残さ

れている。こり外に伸之須一太郎助を結ぶ線にも考えられるが、保谷川町防水

工事な Eで こわされたり 、道路工事で平らにされたり Lておりはっきり Lない。

貞享三年のものは先に示したとおりであるが、砂丘を考えに入れてそれよりも

少し古い時代を考えてみる。

一一九名井戸門ぽ由時代，/)入 7工一一

~J. :'Dl: 
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あ主がき

桟羽開Iの沖積阪についてー ・二，也いついた事を記述したが、正殖さを欠く部

分があるかもしれないし、書き足り由事も多かろうが、お気づきり点はお教え

頂きたい。

稿を終えるに当り 、 いろいろ教示 Lて下さった本校柴回静貴先生に感謝の意

を表Lたい。
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